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社
会
福
祉
に
篤
志

　
本
町
一
丁
目
滝
沢
直
治
さ
ん
は
父

一
利
さ
ん
の
乙
逝
去
に
際
し
、
そ
の

香
典
の
一
部
を
社
会
福
祉
事
薬
に
使

っ
て
下
さ
い
と
一
、
金
拾
万
円
を
乙

寄
附
な
さ
れ
ま
し
た
．

りよだ政市町日十（購鑛雛昌）第18碧（11

回第

定
例
市
議
会
岬

新
年
度
豫
算
審
議
中

　
　
　
▽
・
．
．
案
を
中
心
と
し
た
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
▽
・
．
．
上
呈
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
般
会
計
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

▽
，
．
．
れ
二
十
二
日
ま
で
の
士
一
百
間
の
日
程
で
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

V
．
．
三
十
三
年
度
予
算
案
な
ど
．
三
十
件
を
審
議
す
る
定
例
市
議
会
は
去
る
三
月
十
日
招
集
さ
…
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
マ
。
．
開
会
第
二
日
目
の
十
一
日
は
午
前
十
時
よ
り
開
会
山
口
市
長
か
ら
施
政
方
針
及
び
予
算
…
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
△

総
額
二
億
三
千
五
百
余
万
円

一
般
会
計
（
鯖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
届
防
費
　
　
　
　
一
一
、
コ
ニ
ハ
O
、
○
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
形
動
力
ポ
ン
プ
六
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
火
水
槽
九
簡
所
設
置

①
議
会
費
　
　
四
、
四
〇
三
、
五
八
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
槽
及
び
タ
ン
ク
修
理

②
甫
役
所
費
四
三
、
四
一
九
、
六
八
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
爪
費
　
　
二
三
、
O
O
八
、
六
〇
〇

③
隅
旧
防
費
　
　
一
〇
、
一
二
一
恥
“
、
六
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
橘
架
新
設
改
艮
學
業

④
土
木
費
二
三
、
七
三
〇
、
八
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
水
堤
防
事
業

⑤
教
育
費
　
五
〇
、
〇
六
六
、
六
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
土
地
区
画
整
理
卑
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
稲
荷
線
街
路
學
築

⑥
社
会
及
労
働
施
設
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
復
旧
墨
業

　
　
　
　
　
三
二
、
五
五
二
、
九
三
〇

⑦
保
健
衛
生
費
六
、
〇
三
六
、
五
二
〇

⑧
産
菜
経
済
醤

　
　
　
　
　
二
六
、
〇
二
〇
、
七
三
〇

⑨
財
産
費
　
　
七
、
〇
五
六
、
八
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
条
例
に
基
い
て
三

⑩
統
計
調
査
費
　
　
七
一
九
、
七
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
三
十
一
日
ま
で
に
規

⑪
選
挙
費
　
　
　
六
五
〇
、
三
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
で
．
定
め
る
様
式
に
よ

⑫
公
債
費
　
一
一
、
六
〇
五
、
九
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
「
市
町
村
民
税
申
告

⑯
諸
友
出
金
一
六
、
三
六
〇
、
八
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
」
を
市
長
へ
提
出
し

⑭
予
備
費
　
　
二
、
四
〇
〇
、
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ

　
計
　
　
二
三
五
、
三
四
八
、
〇
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
額
（
案
）
は
前
年
度
当
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
載
峯
項
は

予
算
よ
り
二
六
、
九
六
四
、
六
一
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
住
所
、
居
所
及
び

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名

・
王
な
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
前
年
中
の
所
得
税

予
算
案
の
う
ち
か
ら
主
な
亭
藁
を
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
、
総
所
得
金
額
、

げ
て
見
ま
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
総
所
得
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
給
与
の
麦
払
を
受
け
た
場
所
及

市
役
所
費
　
　
　
八
五
〇
、
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
麦
払
者
の
住
．
瓢
氏
名

　
ジ
ー
ブ
一
台
購
入

　
道
路
橋
梨
維
椿
補
修

河
川
修
理

教
育
費
　
　
一
九
、
〇
五
五
、
六
〇
〇

　
川
治
中
学
校
寄
宿
舎
建
．
築

〃
屋
内
運
動
場
建
築

　
〃
特
別
教
室
移
改
築

　
吉
田
中
学
校
産
業
教
室
建
築

　
下
条
中
学
校
敷
地
買
収

　
小
、
中
学
校
舎
維
持
補
修

　
公
民
舘
、
寄
宿
舎
補
修

　
定
時
制
高
校
維
椿
補
修

社
会
及
労
働
廊
設
費

民
税
所
得
申
告
の
説
明
会
開
催

二
、
否
薯
扶
薯
の
砦

二
、
そ
の
他
市
長
の
指
定
す
る
挙

㎜
項
・
等
で
賦
課
期
日
は
当
該
震

㎜
の
初
畏
葦
の
亘
日

　
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
き
左
記
日

一
程
に
よ
り
係
員
が
説
朋
す
る
こ
と
に

一
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
　
記

一
◎
責
茜
旱
前
九
緊
旱

万
塞
羅
、
並
に
下
条
出
張
所

㎜
◎
三
月
二
＋
吾
午
貌
時
よ
串

『
条
、
川
治
（
診
療
所
）
、
吉
出
、

一
六
勢
窟
癖

、
◎
参
集
者
　
各
市
政
嶺
務
嘱
託
員
、

轟
び
に
納
藝
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

撫

　
　
　
　
　
　
四
、
一
二
山
ハ
急
ハ
、
コ
一
〇
・
O
・

失
輿
対
策
事
業

保
健
衛
牛
費
　
一
、
八
二
〇
、
O
O
O

ト
ラ
ッ
ク
五
頓
車
一
台

　
し
尿
処
理
槽
三
〇
〇
石
一
ヵ
所

三
輪
自
動
車
丁
二
五
頓
車
一
台

産
業
経
済
費
　
四
、
三
〇
〇
、
O
O
O

　
農
業
土
木
事
葵
闘
農
道
、
水
路
、

潅
が
い
用
施
設
、
橋
架
、
溜
池
、

　
そ
の
他
土
木
改
良
扇
業

　
林
道
嶺
業
H
笹
の
沢
、
入
の
沢
、

　
下
組
、
反
り
目
、
田
麦
各
林
道
、

事
前
運

　
大
平
災
害
復
旧
土
止
．
石
積
二
ヵ
所

則
産
費
　
　
　
三
、
三
四
〇
、
、
五
一
〇

　
田
川
町
市
嘗
住
宅
側
溝
工
事
、
千

　
代
坊
市
営
住
宅
、
屋
根
防
水
工
事

　
田
川
町
市
営
住
宅
、
車
暉
、
八
幡

　
田
市
営
、
任
宅
の
各
水
道
工
事

　
た
、
み
捨
場
敷
地
買
収

　
公
民
舘
建
物
買
収
そ
の
他

　
庁
企
n
維
持
修
繕

．
緒
ガ
〈
出
金
　
　
　
．
五
、
一
ズ
ハ
五
、
一
⇔
∩
一
⇔
．

　
尊
検
場
建
設

　
＋
碕
農
潔
整
備

　
十
日
町
保
健
所
建
．
築

　
十
目
町
橋
板
一
取
替

　
公
共
職
業
補
導
所
入
口
橋
架
替

一
合
計
　
　
　
　
六
四
、
一
二
六
六
、
〇
一
〇

（
議
案
、
説
朋
は
次
暑
に
掲
載
の
予
定
）

　
　
歯
巾
議
会
日
程

　
　
三
　
　
月

一
〇
日
（
月
）
　
本
会
議
開
会

二
日
（
火
）
　
予
算
説
明

一
二
日
（
水
）
　
予
算
説
明
　
　
　
…
①
建
て
る
揚
所
が
宅
地
で
な
け
れ
ぱ

一
三
日
（
木
）
　
一
船
質
閥
　
　
　
一
建
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
四
日
（
金
）
　
一
般
質
闘

一
五
日
（
十
）
　
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
九
日
（
水
）
　
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
日
（
木
）
　
本
会
議

一
六
日
（
日
）
　
休
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
日
（
金
）
　
（
春
分
の
日
）
休
会

一
七
日
（
月
）
　
常
任
委
員
会

一
八
日
（
火
）
　
常
任
委
員
会
　
　
一
二
二
日
（
土
）
　
本
会
議
閉
会

動
を
な
く
そ
・
つ

連
盟

　
事
前
運
動
の
横
行
を
懸
え
る
公
明

．
選
挙
連
盟
、
都
道
府
県
騒
管
連
合
会

で
は
弐
る
二
月
八
日
協
議
の
結
果
次

の
と
お
り
声
明
書
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
声
明
書
は
事
前
運
動
の
横
行
に
対

し
国
民
の
監
視
を
求
め
る
と
と
も

に
、
政
府
に
適
切
な
措
置
を
講
す
る

ー
よ
う
要
望
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
声
　
明
　
書

　
政
府
は
国
民
の
声
を
正
し
く
反
映

し
清
く
、
明
る
い
政
治
に
よ
っ
て
、

・
国
民
の
明
日
へ
の
希
望
が
盛
り
上
げ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
を

．
国
民
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
正
し
い

姿
に
引
き
戻
す
の
は
選
挙
の
機
会
を

お
い
て
外
に
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　　　　　攣
　　離義鱗

　
　
　
　
騨

灘き
き

　
家
を
建
て

る
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
手

続
き
が
必
妾

で
す
。
新
築

増
築
、
改
築

移
転
、
或
は

大
規
模
な
模

様
替
な
ど
な

さ
る
方
は
よ

く
読
ん
．
で
御

理
解
い
た
y

き
、
お
互
い

に
建
築
基
準

法
違
反
の
な

い
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ

う
。　

一
、
建
築

敷
地
に
つ
い

て

そ
こ
で
農
地
の
場
合
は
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
、
す
。
農
地
の
「
変

更
手
続
」
は
二
ヵ
月
位
か
＼
り
ま
す

か
ら
皐
目
に
ま
づ
、
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

②
敷
即
面
積
と
建
物
の
坪
数
の
割
合

に
つ
い
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。
木
造

は
敷
地
の
七
割
ま
で
、
耐
火
構
造
の

場
合
は
九
割
ま
で
建
築
す
る
こ
と
が

で
．
き
ま
す
。

　
二
、
道
路
と
の
関
係

建
物
を
建
て
る
箇
所
に
は
必
す
道
路

が
な
け
れ
ば
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
も
し
道
路
が
な
い
腸
合
は
道

路
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
叉
道
．
路
が
二
米
以
下
の
巾
員

の
場
合
は
「
道
路
申
請
」
を
し
て
道

路
～
認
め
て
貰
う
よ
う
知
事
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
三
、
建
物
の
構
造

屋
根
は
十
日
町
地
区
で
は
．
不
燃
材
料

で
葺
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
四
、
建
築
確
認
申
請
書
に
つ
い
て

十
平
方
米
（
三
坪
）
以
上
の
建
物
で

構
造
な
ど
に
つ
い
て
計
画
さ
れ
た
建

築
物
が
建
築
基
準
法
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
建
築
確
認
申

請
書
を
作
製
し
て
知
事
に
提
出
し
確

任
を
受
け
許
可
さ
れ
な
け
れ
ば
建
物

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
但

し
十
平
方
米
禾
満
の
も
の
は
そ
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
吉
田
、
下
条
地

区
の
木
造
一
般
住
宅
は
五
百
平
方
米

（
百
五
十
一
坪
）
以
下
の
建
物
に
つ

い
て
は
確
認
串
請
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
然
し
建
築
着
工
届
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．
①
建

築
確
認
申
請
書
は
正
一
通
、
副
一
通

②
添
付
醤
類
と
し
て

①
土
地
の
証
朗
書
（
自
己
所
有
地
は

　
市
役
所
で
証
朋
、
借
地
の
場
合
は

　
地
主
の
承
諾
書
）
を
二
通

②
建
物
の
平
面
図
百
分
の
一
の
も

の
四
枚

①
配
置
図
　
二
百
分
の
一
或
い
は
六

　
百
分
の
一
の
も
の
四
枚

付
す
る
設
計
図
書
は
百
平
万
米
（
二

十
坪
）
以
上
の
も
の
は
建
築
士
の
設
”

計
と
工
嶺
監
理
が
必
要
で
す
。

　
五
、
着
丁
届
二
通

工
事
に
着
工
す
る
と
き
は
着
工
届
を

知
串
に
提
出
し
ま
す
。
直
営
の
場
会

は
建
築
主
、
請
負
の
場
合
は
請
負
人

が
提
出
す
る
の
で
す
。

　
六
、
工
事
完
了
届
　
二
通

工
事
が
完
了
し
、
使
用
す
る
腸
合
は

工
事
完
了
届
を
提
出
し
、
検
査
を
受

け
便
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
申
請
暫
が
確
認
に
な
り
ま
す
と

副
本
一
通
が
手
元
に
戻
り
ま
す
か
ら

こ
れ
は
登
記
串
務
の
場
合
に
必
要
で

す
か
ら
大
切
に
保
存
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
以
上
の

手
続
き
は
市
役
所
経
由
県
知
事
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
う
て
お
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
殼
課
）

④
鰭
纈
輔
轟
驚
縫
離
雛
灘
耀
の
で
き
る
よ
う
露
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
さ
れ
不
時
の
病
気
に
安
心
し
て

§§

　
　
　
・
選
管
連
聲
明
発
表

「
歪
は
舞
の
解
散
に
ょ
る
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

轟
酵
響
講
榊
齪
凝
騰
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
く
は
広
く
国
民
各
位
に
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
訴
え
て
、
そ
の
監
視
を
求
め
る
と

ぎ
れ
て
い
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
、
政
府
に
お
い
て
も
す
み
や

　
亭
前
運
動
の
横
行
は
選
挙
を
汚
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
に
適
切
な
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
に
乙
す
だ
け
で
な
＜
、
国
民
の
法
秩

序
に
対
す
る
信
頼
感
を
破
壊
す
る
の

み
な
ら
す
、
ひ
い
て
は
政
治
の
不
正

一
を
招
く
も
の
で
、
あ
る
。

㎜　わ
れ
く
は
多
年
の
間
、
選
挙
の

一公
明
化
を
叫
ん
で
き
た
の
で
あ
る

が
、
本
年
こ
そ
は
一
切
の
事
前
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
苦
情
相
談
所
」
は
、
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
国
税
に
対
す
る
不
平
不
満
を
さ
ば

を
一
掃
し
、
選
挙
を
渚
ぐ
、
明
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
り
、
国
税
に
関
す
る
い
ろ
く

く
、
正
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
質
間
に
応
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

琶
髪
テ
彗
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
苦
情
相
談
所
は
、
本
県
の
場

関
は
も
ち
ろ
ん
婦
八
青
年
等
の
一
魍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
新
潟
市
上
大
川
前
通
り
八
番
町
、

の
乙
協
力
か
．
得
て
理
想
の
箋
現
を
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
税
務
署
の
建
物
の
中
に
あ
り
、

ぢ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
懸

慧
　
　
　
照

繹

x　　∫“・＝FF・棄

難
欄

昭
和
三
十
三
年
二
月
八
日

　
　
公
盟
選
挙
連
盟

　
　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連

　
　
合
会

吉
田
診
療
所
専
任

医
師
着
任

　
か
ね
て
欠
員
で
慈
恵
医
科
大
学
か

ら
臨
隠
に
．
医
師
の
派
遣
を
願
っ
て
診

療
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
度

名
古
屋
市
よ
り
内
科
医
学
博
士
入
山

謙
三
氏
を
迎
え
三
月
一
日
よ
り
仕
事

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
従

前
ど
お
り
乙
愛
顧
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

税
金
の
不
満
を
解
決
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
国
税
苦
情
相
談
所

こ
の
ほ
か
各
地
の
商
工
会
議
所
な
ど

の
協
力
に
よ
っ
て
定
期
的
に
或
は
臨

時
に
巡
回
相
談
所
を
開
設
い
t
し
て

お
り
ま
す
か
ら
国
税
に
関
す
る
不
平

不
満
、
質
間
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

　
苦
情
の
申
出
や
質
問
は
別
に
き
ま

っ
た
手
続
や
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
頭
で
も
手
紙
で
も
、
電
話
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
が
苦
情
を
申

出
た
か
ら
と
い
っ
て
4
ヵ
タ
キ
を
討

た
れ
る
”
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
．

　
ム
き
ワ
　
き
　

雪
ま
つ
リ

　
去
る
二
月
の
第
九
回
雪
祭
り
は
暖

冬
異
変
に
よ
り
少
雪
で
雷
の
芸
術
作

品
が
憂
慮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

他
の
催
し
と
共
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

乙．

協
力
を
い
た
だ
き
例
年
に
変
ら
ぬ

盛
況
を
見
ま
し
た
。

　
写
真
上
よ
り
雪
の
作
品
稲
村
ヵ
崎

の
名
将
、
雪
上
自
衛
隊
吹
奏
楽
、
轡

の
作
品
花
咲
か
ぢ
い
さ
ん
、
パ
H
K

太
郎
さ
ん
花
子
さ
ん
録
音
風
景
。

国
保
で
明
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
を

　
政
府
が
軍
要
政
策
の
一
つ
と
し
て

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
と
り
挙
げ

昭
和
三
十
五
年
を
目
途
と
し
て
躍
国

民
皆
保
険
”
す
な
わ
ち
全
国
市
町
村

に
”
国
民
健
康
保
険
の
強
制
設
立
”

を
実
現
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
る
と

き
、
本
市
で
は
厚
く
も
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
を
実
施
し

明
る
い
豊
か
な
十
日
町
を
実
現
い
た

し
て
お
る
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
に
た

え
な
い
と
こ
ろ
で
｛
り
ま
す
。

◎
次
の
方
は
被
保
険
者
の
届
出
を

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
は

誰
れ
が
な
る
の
で
し
よ
う
か
。
官
公

庁
、
会
社
、
工
場
な
ど
の
職
場
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て
の

力
が
被
傑
険
者
に
な
る
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
次
〃
よ
う
な
場
合
で
そ
の
末

だ
届
出
し
な
い
方
は
今
す
ぐ
届
出
て

下
さ
い
。

①
退
職
し
た
た
め
職
揚
健
康
保
険
が

政府へ

一
な
く
な
っ
た
万
。

②
他
の
市
酊
村
か
ら
転
入
し
て
十
日

｝
町
市
罠
と
な
っ
た
．
方
。

㎜
③
子
供
が
牛
れ
た
時
。

皿
被
保
険
者
と
な
る

一

の
は
義
務

　
被
保
険
者
と
な
る
の
は
各
人
の
自

一
由
意
思
で
は
な
く
法
律
と
条
例
と
の

規
定
に
よ
っ
て
義
務
制
で
あ
り
ま
す

か
ら
・
な
お
職
場
健
康
保
険
に
加
入

し
た
り
、
市
外
に
転
出
す
れ
ば
被
保

険
者
の
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
こ
の
場
合
も
届
出
を
し
て
下
さ

不
．
こ
れ
ら
の
届
出
写
建
吉

、
以
内
に
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

7
。

づ　
国
鵠
健
康
保
険
は
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
お
互
が
助
け
合
う
と
い
う

社
令
連
帯
の
精
神
が
基
に
な
っ
て
お

．
り
ま
す
か
ら
、
自
分
だ
け
で
な
く
自

分
の
一
塚
も
お
隣
り
も
向
い
の
家
も

繊
維
関
係
が
塵
倒
的

　
　
　
　
中
学
卒
業
者
の
就
職
状
況

　
昨
年
度
は
「
神
武
以
来
の
景
気
」

と
よ
ば
れ
た
だ
け
に
、
帯
た
し
い
就

職
希
望
者
の
争
奪
戦
が
、
全
国
津
々

浦
女
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
．
あ
り
ま
す

今
年
度
．
に
つ
い
て
ほ
昨
．
母
下
半
期
以

降
の
金
融
引
締
め
以
来
、
先
行
不
安

に
見
舞
わ
れ
た
各
韻
界
は
、
日
利
見

的
な
学
卒
求
人
で
．
あ
り
ま
し
た
。
既

に
深
刻
化
し
た
不
景
気
は
求
人
解

消
、
入
社
延
期
等
の
混
乱
を
生
じ
つ

っ
あ
り
ま
す
．
あ
っ
旋
側
は
卒
業
を

間
近
に
し
て
終
盤
戦
に
入
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

就
職
希
望
者
は
減

つ
て
い
る

　
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
＼
数
年
卒
業
者
は
減
っ
て
い
る
の

で
、
必
然
的
に
就
職
希
望
者
も
減
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
全
内
で
も
約
二
〇
〇
名
の
減
少

を
．
、
恐
し
で
．
を
り
「
神
武
似
来
の
不

　
し
リ

ド
き
し
ヲ
キ
ロ

住
宅
金
融
公

庫
貸
出

お知らせ

住
宅
を
建
て
一
ら
れ
る

方
は
公
暉
の
貸
出
が

非
常
に
．
便
利
よ
く
な

り
ま
し
た
の
で
皆
さ
冒

ん
の
ご
利
用
を
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

　
手
続
な
ど
に
つ
い
て
疑
課
で
ご

相
談
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

建
築
着
工
届

三
坪
以
上
の
建
築
は
す
べ
て
届
出
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
昭
和

三
十
年
一
月
よ
り
昭
和
三
十
二
年
十

二
月
ま
で
の
間
で
未
届
に
な
っ
て
い

る
方
は
三
月
末
日
ま
で
に
届
け
る
よ

う
県
よ
り
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
際
建
設
課
に
届
出
て
下
さ
い
。

垂
…
…
；
…
…
一
…
、
…
…
妄
…
一
…
…
…
…
ま
一
…
一
蚕
…
…
甲
…
…
ロ
萎
…
…
一
’
…
…
…
5

　
昭
知
三
十
二
年
産
米
の
生
産
量
は
｝

昭
和
三
十
年
を
上
回
る
成
果
を
傳
、
一

当
市
内
の
米
の
売
渡
し
成
績
も
市
長
…

の
政
府
売
渡
し
指
、
爪
数
量
一
六
、
七
㎜

鍛
欝
難
慰

の
皆
様
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
に
し

て
感
謝
に
堪
え
ま
莞
．
　
『

し
か
し
県
内
に
於
け
る
実
態
は
配
給
一

米
の
売
行
不
振
に
伴
う
藁
者
の
価
格
「

引
下
け
運
動
す
ら
起
り
、
当
市
内
に
一

於
て
も
二
月
中
の
一
般
消
費
者
へ
の
一

配
給
箋
績
は
必
要
量
の
約
七
六
％
で
㎜

あ
り
ま
す
．
従
う
て
農
家
手
持
米
に
皿

相
当
の
余
裕
を
存
す
る
も
の
と
考
へ

ら
れ
ま
す
。
此
の
ま
ま
推
移
す
る
な

ら
ば
農
家
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
現

行
売
渡
し
制
度
を
崩
壊
に
導
き
、
延

い
て
は
農
家
経
済
を
不
安
定
な
ら
し

め
る
結
果
と
も
な
る
の
で
県
に
於
て

は
昭
和
三
†
二
年
度
産
米
売
渡
し
推

進
実
施
要
領
を
設
定
し
、
や
み
米
の

防
止
を
農
家
に
徹
底
し
、
余
剰
米
は
㎜

あ
げ
て
政
府
に
売
渡
す
こ
と
を
強

調
し
、
統
制
を
持
続
し
て
農
家
経
済

の
安
定
を
図
る
た
め
目
下
渠
の
売
渡

し
推
進
運
動
を
強
力
に
展
開
中
で
あ

り
ま
す
の
で
臨
時
匿
名
集
荷
制
度
を

…
活
用
の
上
一
俵
で
．
も
多
く
政
府
へ
売

渡
し
下
さ
る
よ
う
農
家
の
皆
様
の
御

協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

一
、
集
荷
期
待
量

　
一
月
一
日
よ
り
三
月
末
日
迄
の
十

　
日
町
市
期
待
量
六
九
〇
石
（
農
家

　
一
戸
当
り
一
俵
以
上
要
請
）

二
、
強
調
畢
項

　
ー
横
流
防
止
、
特
に
物
交
の
廃

　
止
、
、
不
正
販
締
強
化

　
2
特
集
制
度
の
活
用

　
3
精
麦
の
利
用

況
」
に
も
か
＼
わ
ら
ず
、
や
は
り

人
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
声
が
各

所
に
起
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
就

職
状
況
も
二
月
末
現
蔵
で
は
、
昨
年

　　中卒生の就職状況
1一 巨求天下菊職「再就職 願職率

醐i5・2二脅39F螂！65碗
年女L＿g超＿遡珍 ＿騒7「勉．∫竺

i度計11。4301・0581　855 ＄Pつ〃

今 男1 769L 翌辱L一艶τ 軽』堕

獲壽・、．llll一講講1：㌶

　　　　　　　　（33．2。28現在）

火
の
用
心

と
大
差
な
く
、
八
○
％
を
ヒ
廻
っ
て

お
り
ま
す
。
繊
維
関
係
で
昨
年
の
九

〇
％
六
二
七
名
に
比
べ
る
と
は
る
か

に
少
な
い
が
六
五
％
四
八
九
名
を
占

め
て
お
り
ま
す
。
反
、
商
店
関
係
が

一
〇
％
で
、
そ
の
他
が
二
五
％
と
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
全
就
職
者
の
就

職
地
を
見
る
と
、
管
内
就
職
者
は
三

八
三
名
（
男
九
一
名
、
女
二
九
三

名
）
で
全
体
の
六
〇
％
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　
（
十
日
町
職
業
安
定
所
）

　
　
陶
戸
籍
窓
ロ
よ
り

　
当
分
の
間
戸
籍
の
改
正
購
務
の
た

め
取
込
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
市
内

市
外
に
転
籍
な
さ
ろ
う
と
す
る
方
は

出
来
る
だ
け
三
月
中
に
申
出
て
い
た

だ
き
、
ご
不
便
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
か
ら

ご
協
力
を
望
み
ま
す
．

さ
あ
今
か
ら
準
備
2
ー

　
　
　
　
　
　
飼
料
の
自
給
封
策

睡農欄
　
酪
農
に
お
い
て
冬
期

間
の
青
草
飼
料
の
不
足

か
ら
溜
厚
飼
料
の
過

食
、
栄
養
の
か
た
よ
り

簿
か
ら
思
わ
ぬ
繁
殖
障

害
を
起
す
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
従
来
牛
は
草
を
主
食
と
す

る
勲
物
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
を
念
一

頭
に
お
い
て
維
持
飼
料
は
粗
飼
料

で
、
注
曄
飼
料
、
妊
娠
飼
料
は
濃
厚

飼
料
と
い
う
原
則
を
守
り
、
そ
の
牛

の
能
力
に
よ
っ
て
給
与
す
る
事
が
大

切
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
天
候
不
順

等
か
ら
し
で
良
質
な
乾
草
け
得
ら
れ

な
か
っ
た
ヒ
思
わ
れ
濠
す
の
で
、
本
｝

年
の
晋
草
対
策
に
ば
凧
期
計
圃
を
立

て
、
自
給
丞
の
増
加
を
高
め
る
こ
と

こ
そ
酪
農
の
発
展
、
髪
の
経
遭

上
を
促
進
す
る
原
動
力
と
な
り
ま
す

　
こ
う
な
り
ま
す
と
「
牧
草
」
が
非

常
に
栄
養
価
が
高
く
濃
厚
飼
料
に
ひ

っ
て
き
す
る
程
の
力
を
も
っ
て
い
ま

すので、

こ
の
研
究
が
各
女
重
要
な

間
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
一
が
い
に

．
牧
草
と
な
っ
て
も
そ
の
品
種
は
二
百

種
類
程
も
あ
り
ま
す
が
、
要
は
適
地

適
産
の
一
語
に
つ
き
る
と
思
い
ま
｝

す
。
そ
ζ
で
各
自
の
経
験
を
些
か
し
、
『

よ
り
研
究
し
、
そ
の
実
績
を
高
め
る
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
種
類

青
刈
と
お
も
㎜

ろ
こ
し
　
｝

青
刈
ー

、

　
ひ
ま
わ
り
｝

霧
墨
撒
塾
竃
（
貫
孟
肇

　
　
　
　
　
　

升

　
　
　
月

四
上
ー

F
F

隆
≡

四
上
ー
　
皿

　
　
八
．
下
『

青
刈
登
四
下
副

家
ビ
商
ド
四
上

七
六
露

四
土
邑

五
ー
八
三
β

　
事
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
＼
に
春

　
播
き
の
牧
草
、
青
刈
を
二
、
三
紹
介

　
し
研
究
方
女
生
産
に
力
を
入
れ
て
下

　
さ
い
。

　
飼
料
は
時
期
的
に
過
不
足
が
な
い
よ

　
う
に
、
青
蒐
給
与
の
期
間
を
出
来
る

　
だ
け
、
延
長
す
る
耳
を
考
え
、
春
先

　
に
は
雪
上
に
灰
を
ま
き
消
雪
を
阜
め

　
る
・
秋
期
に
は
寒
さ
に
強
い
「
え
ん

　
ば
く
」
「
ら
い
む
ぎ
」
　
「
お
、
む
ぎ
」

　
簿
を
給
与
す
る
よ
う
に
す
る
。
青
刈

　
犬
豆
は
県
の
奨
励
品
種
と
し
て
、
O

　
I
十
三
号
、
新
二
号
、
新
三
号
、
等

　
が
あ
り
収
穫
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

　
栽
培
も
．
混
播
、
間
播
い
す
れ
で
も
よ

　
い
が
間
播
の
協
合
け
未
瓜
科
と
萱

　
科
を
年
憂
替
で
行
え
ば
栄
養
価
、
地

　
力
が
つ
き
効
果
的
で
す
．
又
播
種
に

　
当
っ
て
は
整
地
ー
覆
土
が
大
切
で
、

　
整
地
は
手
製
の
ロ
ー
ヲ
等
で
、
出
来

　
る
だ
け
平
ら
に
す
る
亭
が
発
芽
を
皐

　
め
、
平
均
し
た
発
育
と
な
り
ま
す
．

　
刈
取
り
は
あ
ま
り
低
く
か
る
と
根
や

　
球
根
を
痛
め
再
生
が
不
能
と
な
る
牧

　
章
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
を
す
る
こ

　
と
。
巫
風
雨
で
た
お
れ
る
こ
と
を
防

　
ぐ
為
に
あ
ま
り
伸
び
た
ら
刈
り
と
る

　
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
反
当
収
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
婁
冒

撫
肥
避
石
硫
加
一
　
　
月
　
　
，

t
、
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8
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…
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※

建
全
財
政
堅
持
じ

重
要
事
業
な
推
進

こ
の
財
政
畢
情
公
表
は
昭
和
三
十
二
七
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
昭
和

※　
　
※ 三

十
二
年
度
の
収
麦
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
明
ら
か
に
し
て
、
市
財
政
に
対
し
て

　
　
ご
認
識
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

牧
入
割
合
六
九
・
六
四
％

執
行
割
合
六
三
・
九
九
％

　
昭
和
三
十
三
年
一
月
一
日
現
在
の

予
算
総
額
は
一
般
会
計
二
億
二
千
八

百
四
十
八
万
七
千
円
で
あ
り
ま
し
て

こ
れ
に
対
す
る
歳
入
済
額
は
一
億
五

千
八
百
八
十
四
万
三
千
円
、
麦
出
済

額
は
一
億
六
千
四
百
四
十
八
万
七
千

　在現31⑫32　況
人
戸

状
9
2
冊

担
重
5

負
3
。
乳

の
4

税
。
帯

市
人
世

削弘
り
引
筋
7
1
0
Q
〃
2
2
67
翻
一

一人当り 一世帯当
　　　　659　　　3。7
　　1，634　　　　　　9，3

　　　　　47　　　　　2
　　　　139　　　　　7
　　　　160 　　　　g
　　　　　46 　　　　2
　　　　　7
　　2，6921　　　　15．4

搬
鰍
鰯

鍔
騒
野

”
税
器
2
6
6
2
1 6

一

…
糊
籍
の

　
市
固
自
た
電
都
そ
合

税
税
税
税
税
税
他
計

円
と
な
う
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
百
分
率
で
あ
ら
わ
し
ま
す

と
、
収
入
割
合
は
六
九
・
六
四
％
、

執
行
割
合
は
六
三
・
九
九
％
と
な
り

ま
す
。

　
予
算
執
行
の
状
況
及
び
財
政
事
情

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
年

度
当
初
の
方
針
ど
お
り
消
費
的
経
済

の
節
減
を
は
か
り
、
財
政
の
健
全
化

に
努
力
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
緊

要
な
學
業
を
重
点
的
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
　
胴
般
会
計

　
予
算
編
成
に
当
う
て
の
方
針
を
く

す
さ
す
、
新
市
五
ヵ
年
計
画
の
遂
行

と
緊
急
を
要
す
る
建
設
亭
業
、
産
業

振
興
、
交
教
充
実
、
民
生
安
定
等
の

重
点
施
策
を
積
極
的
に
推
進
、
十
二

日
末
迄
に
既
に
四
回
の
追
加
予
算
を

議
決
、
総
額
二
億
二
千
八
百
四
十
八

万
七
千
円
と
ふ
く
ら
み
ま
し
た
の
も

特
に
未
曽
有
の
豪
籍
に
鳳
舞
わ
れ
、

道
路
、
橋
架
、
耕
地
、
建
物
等
の
損

壊
が
多
く
・
こ
れ
ら
の
災
害
復
旧
に

要
す
る
経
費
の
追
加
と
そ
の
後
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
）（32。1231現在

差引残高

て※
※

※

校
建
築
．
道
路
改
良
、
職
員
寮
建
築

費
な
ど
の
追
加
に
よ
，
た
の
で
あ
り

ま
す
．

　
幸
い
今
冬
期
に
入
っ
て
も
降
雪
が

遅
れ
た
の
で
、
事
業
の
進
捗
状
況
は

よ
く
、
上
水
道
を
は
じ
め
、
多
く
の

事
業
が
完
成
を
み
ま
し
た
、
主
な
亭

業
と
進
捗
状
況
を
次
に
あ
げ
て
お
貞
。

ま
し
た
。特

別
会
計

各
特
別
会
計
は
大
体
予
定
ど
う
り
執

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
轄
に
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
三
十
一
年
度
決

算
に
お
い
て
二
六
〇
万
円
の
黒
定
繰

⑪継斎顧

∈∋粒妹善輔

税の調定と敗入の状況
昭紛2刷苅3！日罪江　単泣千円）

度
は

　
市
税
　
　
　
二
、
四
七
三
円

　
保
険
料
　
　
　
　
　
五
二
〇
円

ト
で
あ
り
ま
し
た
が
本
年
度
は

昭和認年度一般会計敗・支のあらまし

越
が
あ
り
、
本
年
度
は
一
般
会
計
よ

り
繰
入
金
四
六
五
万
円
の
と
こ
ろ
一

五
〇
万
円
を
更
正
減
い
た
し
ま
し
た

　
給
付
状
況
は
療
養
諸
費
作
数
五

三
、
九
六
八
件
、
給
付
額
は
二
〇
、

五
一
九
、
二
三
〇
円
、
そ
の
他
の
給

付
は
五
九
九
件
、
給
付
額
一
七
九
、

七
（
）
O
円
で
あ
り
ま
す
。

　
　
市
民
負
担

　
市
の
財
政
ヒ
最
も
大
切
な
樽
割
を
．

も
っ
て
お
り
ま
す
自
主
財
源
市
税
の

財
政
負
担
割
合
は
市
税
及
び
国
民
健

康
保
険
料
に
つ
い
て
昭
和
三
十
一
年
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

部の

齢
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魏
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鵬
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翅

器
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餌

四
7
　
　
12
5
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1
0
　
艘
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市債の現況
昭和32年1知末現在（尋位イ

m
－

畿熱・雌．竺。
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欝諜箏騨
む会蜘施融3．吻　769
　　　　　　　　　　76％

　　　聡齢傭　5，吻茜

1勇：努占：鋸81量8：％イ；86乙

　　1，456，010　　　1，061，643

11i嚢i欝i霧禦
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一
一
β
器
o
o
紺
⑳
　
馨
　
　
8
0

2
9
4
9
7
2
2
沿
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1

粛
鵜
鵬
難
蠣
鰍

更
翻
1
00

珊
㎜
㎜
　
㈱

算

麺
舗
襯
糊
瑚

　
　
　蜘

購
翻、

輔

予

預
鵬
㎜
瓢
醗
鵬
鵬
醜
　
甥

　
型
L
弘
L
別
3
3
，
L
臥
紘
　
　
8

　
｝
当

11

3
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　

税
税
業
入
料
金
金
金
金
金
入
債

目
鳥
企
轟
出
出

　
　
　
　
交
産
及
麦
麦
附
入
越
収
　
　
　
計

延
方
霧
暑

一
　
［
市
地
公
及
使
国
県
寄
繰
繰
雑
市

　　　（32．董2．31現在）

麦出緬一「翻融
部の

額
予算現額

93
塁
2
3
46
男
㎎
駈
2
7
男
雛

5
6
5
7
1
8
2
弓
3
7
3
5
6
9

ワ
9
9
％
”
刀
B
鴨
餌
％
㎜
W
団
8
2
93
”

0
4
プ
ー
6
7
5
0
7
1
6
8
9

§
惹
9
2
1
0
　
　
　
1
5

伽
　
鴎

●膏遭

　
上
水
道
．
學
業
は
配
水
池
設
置
、
配

送
水
管
埋
設
、
揚
水
ボ
ン
プ
設
置
な

ど
予
定
ど
お
り
完
成
し
一
部
給
水
を

開
姶
し
九
三
、
七
％
の
執
行
率
を
し

め
し
て
お
り
ま
す
。

　
各
会
計
の
収
入
及
支
出
の
概
況
は

別
表
ど
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

の
状
況

　
市
税
　
　
　
二
、
六
九
二
円

　
保
険
料
　
　
　
　
　
五
三
七
円

に
な
り
ま
す
。
乙
の
内
訳
を
み
ま
す

と
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

市
税
納
入
率

七
四
・
脚
五
％

　
甫
税
の
納
入
率
は
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
ょ
り
ま
し
て
現
任
七
四
、
五
％

の
成
績
で
あ
り
ま
す
。

市
債
の
現
呪

市
の
行
ぞ
い
る
大
妻
嚢
墾

凝
控
耀
藷
斎
難
離
一

そ
の
内
容
は
市
債
の
現
況
設
に
示
し

て
あ
る
と
お
り
で
、
総
額
三
千
九
哲

四
十
万
九
千
円
で
あ
り
ま
す
．
こ
れ

ら
は
庁
舎
建
築
、
学
校
建
築
、
上
水
一

道
嚢
な
ど
に
要
し
藩
薯
塗

ま
す
。
こ
れ
ら
の
甫
債
は
長
期
の
償
、

還
廷
返
済
い
た
す
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
一
時
借
入
金
は
収
麦
の
調
整
の
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－
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胴
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1
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ア

　
月
　
5
0
　
鴇
0
0
判
器
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ゆ
ア
　
ヨ
ァ
む
　

　
も
　
　
　
ロ
　
　
ロ
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ロ

　
一
　
η
　
刀
別
％
劉
舘
聞
　
菊

　
月
　
　
3
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2
2
9
1

額
↓
舞
銘
脇
36
肌
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9
呪
L

△54，711念鵜9暫

目科

…
㎜
㎜
卿
謝
㎜
黙
黙
枷
㎜

幟
鵬
師
鋤
柳
鵬
㎜
卿
聯
柳
湧
筋
幾

4
3
9
9
2
3
4
9
3

2
6
2

0
1
　
4
1
4
1

費
費
費
費
費
働
費
牛
済
費
費
費
費
金
費

　
　
　
　
　
営
　
　
　
査

所
　
　
　
　
衛
経
　
　
　
出

会
　
防
木
育
及
設
　
　
産
調
挙
債
　
備

投
　
会
肇
計
　
麦

議
市
消
土
教
社
施
保
産
餅
続
選
公
諸
予

208，383，44014，0餌，400
6，01q，2301228，487，070i1餌，48Z，125

　　　　　才入，才出差引現在高　　5・644．557円不足
猷

た
め
に
借
り
る
わ
け
の
も
の
で
大
蔵

省
や
郵
政
省
簡
易
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日
の
よ
ろ
ご
び
は
一
入
空

　
　
す
。

　
　
　
中
学
校
と
い
う
新
し
い
学
ぴ
舎
で

　
　
さ
ら
に
、
小
学
校
で
の
基
礎
を
た
し

　
　
か
な
も
の
に
し
、
そ
の
上
に
つ
み
あ

了了

げ
を
し
、
世
の
中
で
の
正
し
い
遭
を

見
き
わ
め
る
眼
を
培
う
だ
め
に
は
げ

ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
．
ほ

こ
ら
し
げ
に
中
学
の
き
章
を
つ
け
て

健
康
で
、
胸
を
は
っ
て
、
力
強
く
進

ん
で
行
く
こ
と
が
、
何
、
ひ
り
の
こ
と

で
す
．
謝
恩
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
今
後
の
伸
び

方
が
直
ち
に
そ
の
も
の
だ
と
思
う
の

で
す
．
お
元
気
で
進
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
母
“

十
日
町
地
区

の
父
兄
よ
り

よ
ろ
こ
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
と

面
雛
舳
認
態
齢
聾
ρ
敦

一
今
ふ
と
、
そ
ん
な
気
持
に
な
り
、
そ

［
の
こ
嚢
蒙
集
し
た
・

苦
し
み
も
か
な
し
み
も
過
ぎ
去
っ
て

み
れ
ば
、
そ
し
て
今
の
あ
な
た
．
の
元

気
な
顔
を
み
て
い
る
と
、
美
し
く
、

な
つ
か
し
い
と
い
う
二
台
で
つ
き
そ

う
で
す
。
小
学
校
一
年
生
入
学
当
時
、

ラ
ン
ド
セ
ル
が
歩
い
て
い
る
よ
う
な

あ
の
頃
、
校
長
先
生
の
は
な
し
を
、

ま
ば
た
き
一
つ
せ
す
、
じ
っ
と
み
つ

め
る
よ
う
に
き
い
て
い
た
顔
．

　
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
私
が
す
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
，
た
方
程
式
や
三

角
の
間
題
に
、
し
ん
け
ん
に
な
っ
て

と
り
く
ん
で
い
る
、
ひ
た
む
き
な
顔

や
、
牛
．
徒
会
の
力
で
ど
ん
く
は
こ

一
ば
れ
て
ゆ
く
運
動
会
の
す
ば
ら
し
さ

に
眼
を
う
ば
わ
れ
て
、
今
の
中
学
生

は
と
感
た
ん
の
声
を
思
わ
す
発
し
た

こ
と
な
ど
、
で
も
い
よ
く
卒
業
で

す
。
へ
間
と
し
て
も
っ
と
も
純
粋
に

考
え
、
苦
し
み
、
道
を
求
め
よ
う
と

す
る
の
も
こ
れ
か
ら
の
数
年
間
だ
と

い
ン
ま
す
．
こ
れ
か
ら
が
大
切
な
の

廼
し
よ
う
．

　
あ
な
た
が
将
来
ど
ん
な
ふ
う
に
生

長
す
る
か
狩
た
の
し
み
で
す
．
老
人

は
過
去
の
追
想
の
中
に
生
き
、
壮
年

は
現
在
に
生
き
、
青
年
ば
未
来
に
生

き
る
…
と
か
い
う
よ
う
な
意
味
の
こ

と
ば
を
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
な
た
は
あ
な
た
な
り
に
巣
立

は
ば
た
い
て
、
あ
な
た
ら
し
い
歌
を

う
た
っ
て
下
さ
い
。

お
母
さ
ん
も
そ
れ
が
何
よ
り
の
た
の

し
み
な
の
で
す
．
え
ら
い
人
に
な
ろ

う
な
ど
と
思
わ
な
い
で
、
入
間
ら
し

い
生
き
方
を
し
て
ほ
し
い
と
ね
が
っ

て
や
み
ま
せ
ん
．
あ
な
た
と
同
じ
く

今
巣
立
つ
中
学
生
の
み
な
さ
ん
と
手

を
と
り
た
ず
さ
え
て
進
ん
で
下
さ

い
．
　
　
　
　
　
“
得
丁
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